
作品番号：02600005

作品タイトル：釈迦金棺出現図

作家：

キャプション：絹本著色,1幅,   　釈迦が金棺に身を横たえたとき、天上からはせ参じたものの間に合わなかった母のため、神通力を用いて復活説法する場面を描いている。典拠は『摩訶摩耶経（まかまやきょう）』。この主題を単独画面として描いたものは本作品だけであり、平安仏画の大画面の遺品としてもたいへん貴重である。　横長画面形式の中央には、金棺より身を起こした釈迦が、左下でひざまずく母摩耶夫人（まやぶにん）に向かって体を傾けている。金棺の正面には、供物を載せた卓、その左手には仏衣を載せた机が置かれる。こうした構成は石山寺本仏涅槃（ねはん）図に近い。その (..)

コレクション：京都国立博物館

ソース：

撮影地：

撮影年月日：

学術名：

クレジット表記：(c)@KYOTOMUSE / Artefactory

モデルリリース：なし

プロパティリリース：なし

ピクセル数：5783px × 4095px

印刷サイズ：42cm × 29.7cm

データサイズ：25.6MByte

ファイル形式：JPEG

https://www.artefactoryimages.com/02600005/


